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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭酸飲料を分配するためにタッピングヘッドと組み合わせて使用される飲料分配アセン
ブリであって、前記タッピングヘッドは、タッピングヘッドハウジングとタップハンドル
とを含み、前記飲料分配アセンブリは、
　分配端と樽接続端とを有する分配ラインであって、前記分配ラインは、可撓性のもので
あり、第一直径を有する内側のほぼ円形の流動領域を前記分配端で画定する分配ラインと
、
　外側向きスナップロック部材を有する、前記分配端に隣接した前記分配ラインに接続さ
れた上流側バルブ部分と、
　飲料出口を下流側端で画定する下流側バルブ部分と、を含み、
　前記下流側バルブ部分は、可撓性があり、前記外側向きスナップロック部材と協働する
ことが可能な内側向きスナップロック部材を有し、前記下流側バルブ部分は、プラグを含
み、前記分配端から前記プラグを通って飲料出口までの経路を画定し、前記プラグは、前
記第一直径よりも大きい第二直径を画定する下流側区域を画定し、前記プラグは、下流側
区域に接続され、かつ前記第一直径に等しいかまたはそれよりわずかに小さい第三直径を
画定するほぼ円形の断面を有する円筒形である上流側区域を画定し、前記下流側バルブ部
分は、前記タップハンドルによって前記上流側バルブ部分を操作することにより、飲料分
配位置と中間非飲料分配位置と最終非飲料分配位置との間で移動可能であり、
　前記最終非飲料分配位置にある場合は、前記外側向きスナップロック部材は、前記内側
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向きスナップロック部材と噛み合い、前記上流側バルブ部分に対して相対的に前記下流側
バルブ部分を停止させ、前記プラグの前記上流側区域は、前記分配端に挿入され、前記プ
ラグの前記下流側区域は、前記分配端に密閉圧力を加え、
　前記中間非飲料分配位置にある場合は、前記外側向きスナップロック部材は前記内側向
きスナップロック部材を離し、前記プラグの前記下流側区域は前記分配端から離れる一方
で、前記プラグの前記上流側区域は前記分配端に挿入され、これにより飲料が前記分配ラ
インから前記分配端を介して前記飲料出口へ流れることを防ぎ、
　前記飲料分配位置にある場合は、前記外側向きスナップロック部材は前記内側向きスナ
ップロック部材を離し、飲料が前記分配ラインから前記飲料出口へ流れることを可能にす
るために、前記プラグの前記上流側区域および前記プラグの前記下流側区域の両方が前記
分配端から離れる飲料分配アセンブリ。
【請求項２】
　前記外側向きスナップロック部材は、突起を含み、前記内側向きスナップロック部材は
、溝を含む請求項１に記載の飲料分配アセンブリ。
【請求項３】
　前記内側向きスナップロック部材は、突起を含み、前記外側向きスナップロック部材は
、溝を含む請求項１に記載の飲料分配アセンブリ。
【請求項４】
　前記下流側バルブ部分は、前記タッピングヘッドと協働するためのくぼみを含む請求項
１～３のいずれか１項に記載の飲料分配アセンブリ。
【請求項５】
　最終非飲料分配位置にある場合、前記内側向きスナップロック部材および前記外側向き
スナップロック部材は、噛み合って、前記プラグの前記下流側区域をして前記分配端に０
．１～６バールの飲料圧力に相当する密閉圧力を加えさせる請求項１～４のいずれか１項
に記載の飲料分配アセンブリ。
【請求項６】
　前記第三直径は、前記第一直径の９０％と１００％との間である請求項１～５のいずれ
か１項に記載の飲料分配アセンブリ。
【請求項７】
　前記上流側バルブ部分は、第一フランジを含み、
　前記下流側バルブ部分は、第二フランジを含み、
　前記下流側バルブ部分が前記上流側バルブ部分に対して相対的に動き、前記下流側バル
ブ部分と前記上流側バルブ部分との間に密閉力を提供する場合、前記第二フランジは、前
記下流側バルブ部分を前記最終非飲料分配位置に導くように前記第一フランジと嵌め合わ
される請求項１～６のいずれか１項に記載の飲料分配アセンブリ。
【請求項８】
　前記外側向きスナップロック部材は、前記第一フランジに位置し、前記内側向きスナッ
プロック部材は、前記第二フランジに位置する請求項７に記載の飲料分配アセンブリ。
【請求項９】
　前記下流側バルブ部分は、第三スナップロック部材を含み、前記上流側バルブ部分は、
第四スナップロック部材を含み、前記第三スナップロック部材および前記第四スナップロ
ック部材は、前記飲料分配位置にある場合には、噛み合い、他方で、第三スナップロック
部材および前記第四スナップロック部材は、前記中間非飲料分配位置にある場合または前
記最終非飲料分配位置にある場合には、離れる請求項１～８のいずれか１項に記載の飲料
分配アセンブリ。
【請求項１０】
　前記下流側バルブ部分および前記プラグは、一体化した一体鋳造である請求項１～９の
いずれか１項に記載の飲料分配アセンブリ。
【請求項１１】
　前記プラグは、前記第二直径から前記第三直径までの先細り構造を画定する請求項１～
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１０のいずれか１項に記載の飲料分配アセンブリ。
【請求項１２】
　前記第二直径は、前記第一直径を１％～１００％上回る請求項１～１１のいずれか１項
に記載の飲料分配アセンブリ。
【請求項１３】
　前記上流側バルブ部分は、前記分配ライン上にモールド、溶接または接着された請求項
１～１２のいずれか１項に記載の飲料分配アセンブリ。
【請求項１４】
　前記分配ライン、前記下流側バルブ部分、および前記上流側バルブ部分は、ＰＥなどの
可撓性の高分子材料から成る請求項１～１３のいずれか１項に記載の飲料分配アセンブリ
。
【請求項１５】
　請求項１に記載の飲料分配アセンブリを提供することによって炭酸飲料を分配する方法
であって、
　前記タップハンドルによって前記上流側バルブ部分を操作して前記下流側バルブ部分を
前記最終非飲料分配位置にし、これにより前記外側向きスナップロック部材と内側向きス
ナップロック部材とを噛み合わせ、前記下流側バルブ部分を前記上流側バルブ部分に停止
させ、前記プラグの前記上流側区域を前記分配端に挿入し、および前記プラグの前記下流
側区域をして前記分配端に密閉圧力を加えさせる工程と、
　前記タップハンドルによって前記上流側バルブ部分を操作して前記下流側バルブ部分を
前記中間非飲料分配位置にし、これにより前記外側向きスナップロック部材と前記内側向
きスナップロック部材とを離し、前記プラグの前記上流側区域を前記分配端に挿入し、お
よび前記プラグの前記下流側区域を前記分配端から離す工程と、
　前記タップハンドルによって前記上流側バルブ部分を操作して前記下流側バルブ部分を
前記飲料分配位置にし、これにより前記外側向きスナップロック部材と前記内側向きスナ
ップロック部材とを離し、炭酸飲料が前記分配ラインから前記飲料出口へ流れることを可
能にするために、前記プラグの前記上流側区域および前記プラグの前記下流側区域の両方
を前記分配端から離す工程と、を含む方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、飲料分配アセンブリおよび飲料を分配する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　出願会社は、飲料分配システムおよび炭酸ビールが入った樽またはパックが中に入る冷
却室を含む、ＤｒａｕｇｈｔＭａｓｔｅｒＴＭと名付けられた専門的な生ビールシステム
を生産しおよび販売している。ビールを分配するために外部からの高い圧力にさらされる
炭酸ビールが入った樽またはパックは、可撓性のあるビンおよび袋を含む。可撓性のある
ビンおよび袋は、分配ラインを通って、飲料分配システムのチャネルを通して導かれ、例
えば飲料分配位置と非飲料分配位置の間のように、開く位置と閉まる位置の間にある遮断
バルブの操作ために、タッピングヘッドハウジングのタップハンドルを使用して受けられ
および操作される遮断バルブに接続される。
【０００３】
　国際特許出願ＷＯ２００１／０９２１４２、Ａ１は、分配ラインおよび遮断バルブを含
む飲料分配アセンブリを開示している。その遮断バルブは、第一スリーブおよび第二スリ
ーブを含み、第一スリーブは、分配ラインの上流側区域の入り口と、出口とを備える。第
二スリーブは、第一スリーブの出口と交わる入口と、出口とを備える。連結方法は、第一
スリーブの出口が第二スリーブの入口と流体連結されている流動位置と、第一スリーブの
出口が第二スリーブによって閉鎖されている遮断位置との間の連結方法により移動可能な
スリーブの１つに配置されている。
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【０００４】
　２００８年１０月２２日に公開された、出願会社の先の欧州特許出願０７３８８０２１
．３、公報番号ＥＰ１９８２９５１Ａ１において、および同様に上記の欧州特許出願を基
礎として優先権を主張する出願人の先の国際特許出願ＰＣＴ／ＤＫ２００８／０００１４
０においては、別個のバルブ要素を閉鎖された分配ラインに接合する技術は、バルブ要素
と分配ラインが別個の要素としてタッピングヘッドハウジングに導入された後、タッピン
グヘッドハウジングのタップハンドルがその密閉位置から開位置に最初に移動されるとき
に接合が成立するものとして記載されている。
【０００５】
　ＷＯ２０１０／０８６２７５として８月５日に公開された後の国際特許出願ＰＣＴ／Ｅ
Ｐ２０１０／０５０５９２には、分配ラインおよびバルブ要素を含む飲料分配アセンブリ
が記載されている。そのバルブ要素は、上流側バルブ部分と、可撓性バルブ部分と、下流
側バルブ部分とを含む。下流側バルブ部分は、分配ラインの分配端部を密閉するためのプ
ラグ（プラグ）を含む。
【０００６】
　本発明は、一般的に、分配ラインと、分配ラインを開閉するために分配ラインと協働す
るバルブ部分とを含む、炭酸飲料用の飲料分配アセンブリの技術分野に関する。高圧で貯
蔵された炭酸飲料に関して、バルブの上流側の高圧とバルブの下流の大気圧との間の急激
な圧力降下は、飲料の過度の発泡を引き起こすかもしれない。発泡は、バルブにおける飲
料の流れの乱れによって引き起こされ、これは、バルブの上流側区域とバルブの下流側区
域との間の圧力差によって生じる高い流速によるものである。乱流の強さはまた、バルブ
の表面から流れが離れる場所に関連する停滞点の程度などの他の要因にも依存する。この
ような場所では、発泡の原因となる強い渦が発生しうる。
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、分配している間に発生する発泡の量を最小にする改良さ
れた飲料分配アセンブリを準備することである。
【発明の概要】
【０００８】
　上記目的、上記長所、および上記特徴は、下記の本発明の詳細な説明から明らかになる
多数の目的、長所、特徴と共に、本発明の第一態様に従ってタッピングヘッドと組み合わ
せて使用される飲料分配アセンブリによって得られ、タッピングヘッドは、タッピングヘ
ッドハウジングおよびタップハンドルを含み、飲料分配アセンブリは、
　分配端と樽接続端とを有する分配ラインであって、分配ラインは、可撓性のものであり
、第一直径を有する内側のほぼ円形の流動領域を分配端で画定する分配ラインと、
　外側向きスナップロック部材を有する、分配端に隣接した分配ラインに接続された上流
側バルブ部分と、
　飲料出口を下流側端で画定し、可撓性があり、外側向きスナップロック部材と協働する
ことが可能な内側向きスナップロック部材を有し、下流側バルブ部分は、プラグを含み、
分配端からプラグを通って飲料出口までの経路を画定し、プラグは、第一直径よりも大き
い第二直径を画定する下流側区域を画定し、プラグは、下流側区域に接続された上流側区
域を画定し、および第一直径に等しいかまたはそれよりわずかに小さい第三直径を画定す
るほぼ円形の円筒形であり、下流側バルブ部分は、飲料分配位置と中間非飲料分配位置と
最終非飲料分配位置との間で、タップハンドルによって操作可能である下流側バルブ部分
と、を含み、
　最終非飲料分配位置にあるときは、外側向きスナップロック部材は、内側向きスナップ
ロック部材と噛み合い、上流側バルブ部分との関係で下流側バルブ部分を停止させ、プラ
グの上流側区域は、分配端に挿入され、プラグの下流側区域は、分配端に密閉圧力を加え
、
　中間非飲料分配位置にあるときは、外側向きスナップロック部材は内側向きスナップロ
ック部材を離し、プラグの上流側区域は分配端に挿入され、プラグの下流側区域は分配端
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から離れ、飲料分配位置にあるときは、外側向きスナップロック部材は内側向きスナップ
ロック部材を離し、飲料が分配ラインから飲料出口へ流れることを可能にするために、プ
ラグの上流側区域およびプラグの下流側区域の両方が分配端から離れる飲料分配アセンブ
リである。
【０００９】
　分配ラインの分配端、上流側バルブ部分および下流側バルブ部分は、飲料分配アセンブ
リのバルブを構成する。分配ラインの樽接続端は、飲料で満たされた樽またはコンテナに
固定される。コンテナは、通常は、加圧された飲料分配システムと共に使用するために折
り畳み可能であり、飲料は、通常は、炭酸飲料である。分配ラインは、樽またはコンテナ
に永久的に固定されてもよいが、樽またはコンテナを飲料分配システムに設置する際に、
樽またはコンテナに取り付けられる別個の部品として提供されてもよい。分配ラインの流
動領域は、ほぼ円形であるべきであり、すなわち、完全な円形からの多少の偏差が許容さ
れる。
【００１０】
　タッピングヘッドハウジングは、通常、分配ラインの上流側端、上流側バルブ部分およ
び下流側バルブ部分を取り囲む。タップハンドルは、バルブを開閉するためにユーザが水
平方向と垂直方向との間でスイングし、それにより、周知の態様で飲料の分配を制御する
タッピングヘッドの一部を構成する。分配ラインは、飲料を導くために適したサイズおよ
び材料の任意の配管であってもよい。
【００１１】
　上流側バルブ部分は、下流側バルブ部分と接触するために、分配端に隣接する分配ライ
ンの外側向きの表面の周りに取り付けられる。下流側バルブ部分は、分配ラインの分配端
からの飲料流を制御するプラグを含む。上流側バルブ部分および下流側バルブ部分には、
共にスナップロック機構を形成する協働するスナップロック部材がある。
【００１２】
　本出願人は、驚くべきことに、飲料流を開放して最初のしばらくの間の渦形成を回避す
ることによって、飲料の発泡を著しく減少させることができることを発見した。開放過程
の初期に形成された渦は、バルブが全開位置に達した後に数秒間流れを止めて妨害するの
に十分大きな運動量を有することがある。開口部からプラグを取り外すことによって作動
するバルブについては、開放手順の間、分配端とプラグとの間に小さな非対称の隙間が生
じることがあり、バルブがプラグと分配端との間の環状開口を開く前に、飲料が流入する
。この位置で、流れを乱し、バルブが完全に開いた後でさえ発泡を引き起こす乱流を引き
起こす渦が発生する。
【００１３】
　この渦を避けるため、３段階の開放手順が提案される。最終非飲料分配位置において、
プラグは、加圧された飲料がバルブを通って漏れないようにするために、分配ラインの分
配端に密閉力を加えられる。プラグは、下流側バルブ部分と一体であり、上流側バルブ部
分は、分配ラインに固定され、溶接され、またはモールドされる。密閉力は、最終非飲料
分配位置にある場合に、下流側バルブ部分、およびその結果としてプラグを分配端に向か
って押し込むスナップロック機構によって生み出される。したがって、プラグによって適
切な密閉力が加えられている間、内側向きスナップロック部材が、正確に閉まって上流側
バルブ部分の外側向きスナップロック部材と噛み合うことができるようにするために、下
流側バルブ部分は、可撓性のものであるべきである。下流側バルブ部分および上流側バル
ブ部分に適した材料は、０．９２ｇ／ｃｍ３～０．９２ｇ／ｃｍ３の密度のＬＤＰＥであ
る。なめらかであるべきタッピングラインのために適した材料は、０．９２ｇ／ｃｍ３～
０．９５ｇ／ｃｍ３の密度のＭＤＰＥである。あるいは、バルブ部分およびタッピングラ
インの材料は、白金ポリマー材料であってもよい。
【００１４】
　プラグの上流側区域は、分配ラインの内周に適合する円周を有し、プラグの下流側区域
は、分配ラインの内周よりも広い。したがって、最終非飲料分配位置にある場合、内側向
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きスナップロック部材および外側向きスナップロック部材により構成されるスナップロッ
ク機構と組み合わせた下流側バルブ部分の可撓性に起因する密閉力により、より広いプラ
グの下流側区域は、それ自身を分配端に挿し込む。このようにして、最終非飲料分配位置
は、漏れがない。
【００１５】
　ユーザがハンドルを動かした場合、下流側バルブ部分が下流側方向に移動してプラグが
追従し、内側向きスナップロック部材および外側向きスナップロック部材は、離れて、プ
ラグの下流側区域が分配ラインの分配端から離れることができるようにする。分配端の分
配ラインにプラグの上部区域が存在するため、飲料が流れない。このように、耐圧密閉を
達成することはできないが、プラグの上部区域が経路を塞ぐので、多量の飲料が通過する
ことはない。これは、中間非飲料分配位置を構成し、通常、ハンドルのスイング運動の間
に１秒未満しか機能しない。
【００１６】
　ユーザがハンドルをさらに開位置へ動かした場合、バルブは、飲料分配位置に置かれる
。プラグの上流側区域は、プラグと分配端との間に環状の流動領域を提示するほぼ対称的
な態様で、分配ラインの分配端から分離する。飲料の流れは、プラグの上流側区域を通り
過ぎて環状の流動領域を介して分配端を通って流れ、プラグの下流側区域をさらに通り過
ぎ、主要な非対称性または途切れに直面することなく、下流側バルブ部分の出口に向かっ
て流れる。したがって、乱流の発生も、停滞点の発生または流れの剥離の発生も、非常の
制限され、それによって発泡が最小限に低減される。
【００１７】
　バルブの閉鎖は、上記の手順を逆にすること、すなわち、ハンドルによって、下流側バ
ルブ部分を、飲料分配位置から中間非飲料分配位置を経て最終非飲料分配位置へ移動させ
ることによって達成できる。
【００１８】
　第一態様のさらなる実施例では、外側向きスナップロック部材は、突起を備え、内側向
きスナップロック部材は、溝を備える。可撓性の下流側バルブ部分と組み合わさって協働
する溝および突起は、溝および突起が位置合わせされた場合に噛み合うことができる非常
に適切なスナップロック機構を画定する。
【００１９】
　第一態様のさらなる実施例では、内側向きスナップロック部材は、突起を備え、外側向
きスナップロック部材は、溝を備える。当然、逆の構成も可能であり、さらなる詳細の説
明の必要はない。
【００２０】
　第一態様のさらなる実施例では、下流側バルブ部分は、タッピングヘッドと協働するた
めのくぼみを含む。ハンドルが下流側バルブ部分を移動させるために、ハンドルは、下流
側バルブ部分のくぼみと噛み合って、下流側バルブ部分が移動することを可能にするタッ
ピングヘッドの部材に接続されてもよい。
【００２１】
　第一態様のさらなる実施例では、最終非飲料分配位置にある場合、内側向きスナップロ
ック部材および外側向きスナップロック部材は、噛み合って、バルブの下流側区域をして
分配端に０．１～６バールの、好適には１～５バールの、より好適には２～３バールの、
最も好適には約３バールの飲料圧力に相当する密閉圧力を加えさせる。前記圧力は、炭酸
飲料の通常の分配圧力を構成する。プラグは、好適には、飲料の漏れを防止するために、
分配ラインの分配端に同じまたはより高い圧力を加えるべきである。
【００２２】
　第一態様のさらなる実施例では、第三直径は、第一直径の９０％と１００％との間、好
適には第一直径の９５％と１００％との間、より好適には第一直径の９８％と１００％と
の間、最も好適には第一直径の９９％と１００％との間である。プラグの上流側区域は、
好適には、乱流を増大する渦の形成を生じさせる、バルブを通る重大な飲料流を防止する
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ために、分配端における分配ラインの流れ領域の全てまたは大部分を満たすべきである。
【００２３】
　第一態様のさらなる実施例では、上流側バルブ部分は、第一フランジを含み、下流側バ
ルブ部分は、上流側部分との関係で動き、下流側バルブ部分と上流側部分との間に密閉力
を提供する場合、下流側バルブ部分を導くために第一フランジと協働する第二フランジを
含む。下流側バルブ部分および上流側バルブ部分が共に密閉されること、およびバルブを
閉じる場合にプラグが正しい位置をとる、すなわち、分配ラインの分配端においてプラグ
が斜めの位置および非密閉位置をとることを回避することを保証するために、第一フラン
ジおよび第二フランジは、上流側バルブ部分との関係で移動する場合に、下流側バルブ部
分を導くように相互作用する。
【００２４】
　第一態様のさらなる実施例では、外側向きスナップロック部材は、第一フランジに位置
し、内側向きスナップロック部材は、第二フランジに位置する。好適には、第一フランジ
および第二フランジは、下流側バルブ部分と上流側バルブ部分との間の接触領域を構成し
、結果として、内側向きスナップロック部材および外側向きスナップロック部材の位置を
も構成する。
【００２５】
　第一態様のさらなる実施例では、下流側バルブ部分は、第三スナップロック部材を含み
、上流側バルブ部分は、第四スナップロック部材を含み、第三スナップロック部材および
第四スナップロック部材は、飲料分配位置にある場合には、噛み合い、他方で、第三スナ
ップロック部材および第四スナップロック部材は、中間非飲料分配位置にある場合または
最終非飲料分配位置にある場合には、離れる。明確な全開位置を達成するために、追加の
スナップロック部材が、全開飲料分配位置が達成された場合に噛み合うスナップロック機
構を達成するために、使用されてもよい。
【００２６】
　第一態様のさらなる実施例では、下流側バルブ部分およびプラグは、一体化した一体鋳
造である。好適には、バルブの明確な閉鎖を達成するために必要な高い精度を達成するた
めに、下流側バルブ部分およびプラグは、同じ材料であり、一体鋳造であることが好まし
い。
【００２７】
　第一態様のさらなる実施例では、下流側バルブ部分は、第二直径から第三直径までの先
細り構造を画定する。プラグの下流側区域が分配ラインの分配端に挿し入ることを可能に
するために、およびバルブが開いている場合に滑らかな流れることを可能にするために、
プラグは、上流側区域と下流側区域との間の接続において先細り形状を画定する。
【００２８】
　第一態様のさらなる実施例では、第三直径は、第一直径を１％～１００％、好適には２
％～７５％、より好適には５％～５０％、最も好適には１０％～２０％上回る。分配端で
圧力密閉を提供するために、下流側区域の直径は、少なくとも分配端の内径を超えなけれ
ばならない。
【００２９】
　第一態様のさらなる実施例では、上流側バルブ部分は、分配ライン上にモールド、溶接
または接着される。このようにして、上流側バルブ部分の位置決めを高精度で達成するこ
とができ、これはプラグの正確な移動のために重要である。
【００３０】
　第一態様のさらなる実施例では、分配ライン、下流側バルブ部分、および上流側バルブ
部分は、ＰＥなどの可撓性の高分子材料から成る。前記材料は、その可撓性のために適し
ている。
【００３１】
　上記目的、上記長所、および上記特徴は、下記の本発明の詳細な説明から明らかになる
多数の目的、長所、特徴と共に、本発明の第二態様に従って、タッピングヘッドと組み合
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わせた飲料分配アセンブリの提供によって飲料を分配する方法によって得られ、飲料分配
アセンブリは、
　分配端と樽接続端とを有する分配ラインであって、分配ラインは、可撓性のものであり
、第一直径を有する内側のほぼ円形の流動領域を分配端で画定する分配ラインと、
　外側向きスナップロック部材を有する、分配端に隣接した分配ラインに接続された上流
側バルブ部分と、
　飲料出口を下流側端で画する下流側バルブ部分であって、可撓性があり、外側向きスナ
ップロック部材と協働することが可能な内側向きスナップロック部材を有し、下流側バル
ブ部分は、プラグを含み、分配端からプラグを通って飲料出口までの経路を画定し、プラ
グは、下流側バルブ部分に接続された下流側区域を画定し、かつ第一直径よりも大きい第
二直径を画定し、プラグは、下流側区域に接続された上流側区域を画定し、かつ第一直径
に等しいかまたはそれよりわずかに小さい第三直径を画定するほぼ円形の円筒形であり、
下流側バルブ部分は、飲料分配位置と中間非飲料分配位置と最終非飲料分配位置の間で、
タップハンドルによって操作可能である下流側バルブ部分と、を含み、
その方法は、
　タップハンドルによって下流側バルブ部分を操作して最終非飲料分配位置にし、これに
より外側向きスナップロック部材と内側向きスナップロック部材とを噛み合わせ、下流側
バルブ部分を上流側バルブ部分に停止させ、プラグの上流側区域を分配端に挿入し、およ
びプラグの下流側区域をして分配端に密閉圧力を加えさせる工程と、
　タップハンドルによって下流側バルブ部分を操作して中間非飲料分配位置にし、これに
より外側向きスナップロック部材と内側向きスナップロック部材とを離し、プラグの上流
側区域を分配端に挿入し、およびプラグの下流側区域を分配端から離す工程と、
　タップハンドルによって下流側バルブ部分を操作して飲料分配位置にし、これにより外
側向きスナップロック部材と内側向きスナップロック部材とを離し、飲料が分配ラインか
ら飲料出口へ流れることを可能にするために、プラグの上流側区域およびプラグの下流側
区域の両方を分配端から離す工程と、を含む。
【００３２】
　第二態様に従った方法は、好適には、第一態様に従ったアセンブリと共に使用される。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】飲料分配システムを示す。
【図２Ａ】非飲料分配位置にあるタッピングヘッドハウジングを示す。
【図２Ｂ】飲料分配位置にあるタッピングヘッドハウジングを示す。
【図３Ａ】飲料分配アセンブリの斜視図である。
【図３Ｂ】最終非飲料分配位置の飲料分配アセンブリの垂直断面図である。
【図３Ｃ】中間非飲料分配位置の飲料分配アセンブリの垂直断面図である。
【図３Ｄ】飲料分配位置（半開）の飲料分配アセンブリの垂直断面図である。
【図３Ｅ】飲料分配位置（全開）の飲料分配アセンブリの垂直断面図である。
【図４】飲料分配位置の飲料分配アセンブリの垂直断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　図１は、飲料分配システム１０の斜視図を示す。飲料分配システムは、複数のタッピン
グヘッド１２を含むバーカウンターを含む。各タッピングヘッド１２は、タッピングヘッ
ドハウジング１４およびタッピングハンドル１６を含む。飲料グラス１８がタッピングヘ
ッドハウジングの下に置かれてもよい。飲料を分配するために、ハンドル１６が操作され
る。各タッピングヘッド１２は、別個の分配ライン２０により、炭酸飲料で満たされた可
撓性のコンテナ（図示されていない）が中に配置されている圧力室２２に接続される。
【００３５】
　図２Ａは、閉位置（非飲料分配位置）にあるときのタッピングヘッドハウジング１４の
斜視図を示す。タッピングヘッドハウジング１４は、現在閉鎖され、いかなる飲料も流さ
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ないようになっているバルブ２４を含む。飲料分配アセンブリは、バルブ２４および分配
ライン２０を含む。バルブ２４は、上流側バルブ部分２６および下流側バルブ部分２８を
含む。下流側バルブ部分２８は、タッピングヘッドハウジング１４に固定され、他方で、
上流側バルブ部分２６は部材３０に接続され,部材３０は動作可能なようにハンドル１６
に接続されている。
【００３６】
　図２Ｂは、開位置（飲料分配位置）にあるときのタッピングヘッドハウジング１４の斜
視図を示す。ハンドル１６は、矢印の通りに水平位置から垂直位置へと振れ、それによっ
て部材３０が矢印の通りに上方へ動き、上流側バルブ部分２６を、以下に説明するように
バルブ２４を開き、飲料を流れることを可能にする下流側バルブ部分２８との関係で移動
させる。
【００３７】
　図３Ａは、バルブ２４の斜視図である。バルブ２４は、上流側バルブ部分２６と、下流
側バルブ部分２８とを含む。上流側バルブ部分２６は、分配ライン２０に固定されている
。上流側バルブ部分２６は、ハンドル（図示されていない）の部材（図示されていない）
と噛み合うくぼみ３２を含み、他方で、下流側バルブ部分２８は、タッピングヘッドハウ
ジング（図示されていない）と噛み合うくぼみ３２’を含む。下流側バルブ部分２８は、
飲料出口３４を画定する。
【００３８】
　図３Ｂは、最終非飲料分配位置にあるときの、すなわち完全に閉じた、バルブ２４の垂
直断面図である。下流側バルブ部分２８はプラグ３６を含み、プラグ３６は上流側区域３
８および下流側区域４０を含む。可撓性材料製の下流側バルブ部分２８は、第一スナップ
ロック部材４２を備え付けたフランジを含む。上流側バルブ部分２６は、第一スナップロ
ック部材４２に適合し、共にスナップロック機構を形成する第二スナップロック部材４４
を備え付けた、対応するフランジを含む。本最終非飲料分配位置では、第一スナップロッ
ク部材４２は、第二スナップロック部材４４と噛み合っている。
【００３９】
　分配ライン２０は、上流側バルブ部分２６内に延び、分配端４６を画定する。分配端４
６は、分配ラインの端部開口部を構成する。プラグ３６の上流側区域３８は、円筒形であ
って、分配端４６の円周に適合する円周を有し、および本最終非飲料分配位置において、
上流側区域３８は、分配端４６に挿入されている。下流側区域４０は、上流側区域３８か
ら分配端部４６の円周を上回る円周までの先細り形状を画定する。本最終非飲料分配位置
において、プラグ３６の下流側区域４０は、分配端４６に、下流側区域４０の可撓性と組
み合わせたスナップロック機構により発生する密閉圧力を加える。
【００４０】
　図３Ｃは、中間非飲料分配位にあるときの、すなわち完全に閉じた状態と開いた状態間
の途中である、バルブ２４の垂直断面図である。ユーザは、今、ハンドル（図示されてい
ない）を操作し、下流側バルブ部分２８との関係で上流側バルブ部分２６を動かしている
。第一スナップロック部材４２は第二スナップロック部材４４を離し、プラグ３６の下流
側区域４０は分配端４６から遠ざかっている。分配端４６に上流側区域３８が存在するた
め、分配端４６から飲料は流れない。
【００４１】
　図３Ｃは、中間非飲料分配位にあるときの、すなわち完全に閉じた状態と開いた状態間
の途中である、バルブ２４の垂直断面図である。ユーザは、今、ハンドル（図示されてい
ない）を操作し、下流側バルブ部分２８との関係で上流側バルブ部分２６を動かしている
。第一スナップロック部材４２は第二スナップロック部材４４を離し、プラグ３６の下流
側区域４０は分配端４６から遠ざかっている。分配端４６に上流側区域３８が存在するた
め、分配端４６から飲料は流れないが、しかしながら、密閉圧力の不足のため、本位置が
数秒より長い時間保持された場合、漏れが生じる可能性がある。通常、本位置には、１秒
未満保持される。
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　図３Ｄは、飲料分配位置すなわち開位置にあるときのバルブ２４の垂直断面図であるが
、しかしながら、本図は、最大の飲料流を可能にする全開位置ではなく、わずかな流れの
みを生じる半開きの位置を示している。プラグ３６の上流側区域３８は、今、分配端４６
から遠ざかり、上流側区域３８と分配端４６との間の環状間隙が形成されている。飲料は
、矢印で示すように流れる。対称な環状間隙４８を示す拡大図が利用可能である。本位置
において、重大な停滞点または流れ剥離点は実現しないため、乱流の量は低く保たれる。
【００４３】
　図３Ｅは、飲料分配位置、すなわちハンドルが完全に水平な向きにあって、プラグ３６
が分配端４６から離れて最大流量を可能とするときの全開位置にあるときのバルブ２４の
垂直断面図である。通常、完全に閉じた状態と完全に開いた状態との間の移行は１秒未満
であり、流動領域が小さくなるために飲料がより泡立ち易くなるので、全開位置より閉じ
た位置での長時間にわたる分配は好ましくない。飲料の流れは矢印の通りである。
【００４４】
　図４は、飲料分配位置にあるときのバルブ２４の垂直断面図である。飲料の流れは矢印
の通りである。この図は、プラグ３６が下流側バルブ部分２８にどのように保持され、お
よびプラグ３６を取り囲む環状間隙のより大きな部分を占める通過経路５０を飲料がどの
ように通過するかを示している。
【００４５】
　本発明は、飲料分配アセンブリの特定の実施例を参照してここに説明されているが、当
業者にとっては様々な変更が可能であることが明らかである。
【符号の説明】
【００４６】
１０　飲料分配システム
１２　タッピングヘッド
１４　タッピングヘッドハウジング
１６　ハンドル
１８　飲料グラス
２０　分配ライン
２２　圧力室
２４　バルブ
２６　上流側バルブ部分
２８　下流側バルブ部分
３０　部材　
３２　くぼみ
３４　飲料出口
３６　プラグ
３８　上流側区域
４０　下流側区域
４２　第一スナップロック部材
４４　第二スナップロック部材
４６　分配端
４８　環状間隙
５０　通過経路
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【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図３Ｃ】 【図３Ｄ】

【図３Ｅ】 【図４】
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